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まとめ


１．メルト包有物の化学組成，特に硫黄含有量に対応して，
斑晶鉱物を深部由来と浅部由来に分けることができる．か
んらん石は深部由来斑晶，斜長石，単斜輝石，斜方輝石は
浅部由来斑晶である．	
	
２．レイリーの最大分別を仮定したモデル計算の結果，
1989年のスコリアからの単純な分別結晶作用では2014年
11月27日に噴火したマグマの組成は説明できない．	
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